
KASUMIGAURA

▲志筑小と新治小の少年消防クラブ
による消防体験（7月28日 西消防署）

あなたの身近な平地林・里山林
　　整備・保全を推進します！･･････ｐ .2 ･ 3
［お知らせ］

　防災訓練を実施します･･･････････････････ｐ .5
［市のここが知りたい］

　ふるさと納税･････････････････････････････････････ｐ .16
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９月２８日（日）、

第1常陸野公園を会場に

航空自衛隊百里救難隊

ヘリコプターなどの参加のもと

市総合防災訓練を実施します

きらきら　いきいき　ふれあい育む　豊かなめぐみ野
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平
成
20
年
４
月
か
ら
、
今
回

の
事
業
の
よ
う
に
森
林
を
元

気
に
し
て
自
然
災
害
防
止
や

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
に
役

立
た
せ
た
り
、
霞
ヶ
浦
の
水
源

確
保
の
た
め
水
質
汚
濁
を
防

止
し
た
り
と
、
本
県
の
豊
か
な

自
然
を
守
る
た
め
森
林
湖
沼

環
境
税
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
個
人

県
民
税
均
等
割
に
24
年
度
分

ま
で
年
額
千
円（
法
人
の
場
合

は
平
成
20
年
度
か
ら
平
成
24
年
度
ま
で
、
県

民
税
均
等
割
に
年
額
10
％
）上
乗
せ
し
て
ご

負
担
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
市
内
で
も
森
林

湖
沼
環
境
税
は
、
下
水
道
へ
の
接
続
や
浄
化

槽
設
置
費
の
補
助
に
充
て
ら
れ
た
り
、
小
学

生
の
霞
ヶ
浦
湖
上
視
察
学
習
な
ど
に
使
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

あなたの身近な平地林、里山林
整備・保全を推進します！
「身近なみどり整備推進事業」

県森林湖沼環境税活用事業　　　

問市農林水産課　☎内線2504　

茨城県森林湖沼環境税
が使われています

身近なみどり整備推進事業の概要
事業主体　かすみがうら市
実施方法　10/10の県の負担により、市が業者などに委託し行う
事業期間　平成20年度～平成24年度（5年間）
事業内容　左記を参照
事業の対象地　次のすべてを満たす区域
　　　　　・民有林（県有林を除く）または、整備を行なった後に森林として地域の環境保全に役立つ区域
　　　　　・10年間の森林の転用禁止などを定めた保全管理協定を結ぶことができる区域
　　　　　・整備を行う1カ所の面積がおおむね0.05ヘクタール以上の区域

　

県
南
西
部
を
中
心
に
広
が

る
平
地
林
や
里
山
林
は
、
農
林

用
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
以
前
か
ら
保
全
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近
年

で
は
こ
う
し
た
関
わ
り
が
薄

れ
、
林
の
減
少
や
荒
廃
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　

平
地
林
や
里
山
林
は
、
地

域
住
民
の
身
近
な
や
す
ら
ぎ

の
場
で
あ
り
、
生
活
環
境
の
保

全
や
美
し
い
景
観
の
維
持
な

ど
多
く
の
公
益
的
な
機
能
を

持
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
平

地
林
・
里
山
林
を
守
ろ
う
と
、

県
の
補
助
を
受
け
、「
平
地
林

保
全
整
備
事
業
」と
し
て
下
刈
り
や
枝
打
ち

な
ど
を
行
い
、
経
費
の
75
パ
ー
セ
ン
ト
を
負

担
し
て
き
ま
し
た（
25
パ
ー
セ
ン
ト
が
自
己

負
担
）。
今
年
度
は
、
県
の
森
林
湖
沼
環
境

税
を
受
け
、
経
費
の
す
べ
て
を
県
が
負
担
す

る
こ
と
と
な
り
、
地
域
住
民
か
ら
の
提
案
に

よ
っ
て
、
地
域
の
整
備
目
的
に
沿
っ
た
平
地

林
・
里
山
林
の
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

これまでの「平地林保全整備事業」
が今年からさらに充実

住民からの提案

市が事業実施

住民の継続整備

● 

平
地
林･･･

平
坦
部
及
び
都
市
近
郊
に
所

在
。
具
体
的
に
は
、
標
高
１
５
０
メ
ー
ト
ル

以
下
で
、
傾
斜
15
度
未
満
の
土
地
が
70
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
占
め
る
市
町
村
に
あ
る
森
林
。

● 

里
山
林･･･
集
落
や
農
地
の
周
辺
に
あ
っ
て
、

薪
炭
材
や
肥
料
と
な
る
落
ち
葉
な
ど
、
生
活

に
密
着
し
た
資
材
を
継
続
的
に
供
給
し
て

き
た
森
林
の
こ
と
。

事　業 事業の内容

森林整備

植　栽 森林の造成または複層林の造成を目的として、苗木の植栽や
これらに伴う作業を行います。

下刈り 林木の健全な成長を促進させることを目的として、雑草木の
除去や適切な処分を行います。

除間伐 林木の健全な成長を促進させることを目的として、不良木の
淘汰、不用木の除去や適切な処分を行います。

枝打ち 林木の枝葉の一部の除去や適切な処分を行います。

作業路開設 森林整備を行うために必要な作業路（幅員 2m以下）を開設し
ます。

簡易防災施設整備 森林の保全を図るための簡易な防災施設を設置します。
　　　　　　　　　⇒木柵工、排水施設など

標識設置 適正な保全を図るための標識を設置します。

保全活用施設整備
（※保全活用型の協定を
結ぶ必要があります。）

施設設置 森林を公益的に利用するための施設を設置します。
　　　　　　　　　⇒遊歩道、ベンチ、巣箱など

機材整備 保全活動に必要な機材を貸し出します。
　　　　　　　　　⇒刈払機、チェーンソー、チッパーなど

①保全型協定
（市と森林所有者で締結）
　保全管理協定期間内にお
いては、森林所有者は土地を
他の用途に使用しないものと
し、森林の適正な維持管理に
努めることとする旨。

②保全活用型協定
（市・森林所有者・
森林管理者で締結）

　保全管理協定期間内におい
ては、森林所有者は土地を他
の用途に使用せず、また、土
地を多目的利用の場として、
森林管理者に提供することと
し、森林管理者は森林の適正
な維持管理について森林所有
者に協力することとする旨。

事業計画承認

補助金交付

保全管理協定

提案など

森林整備（下刈り、
除間伐など） 保全

・
活用

茨城県 かすみがうら市 森林所有者
地域住民など

整備後の
平地林・里山林

荒廃した
平地林・里山林

具体的な事業の内容

Key
 Word

通学路、公共施設、住宅団地周辺の森林整備や、松枯れ跡地の森林への復旧、森林へ
の竹林侵入防止対策など、次の事業を利用して整備することができます。

事業のながれ 住民や土地の所有者からの提案を受け、所有者や管理者と保
全管理協定を結び、市が事業を実施します。

　

皆
さ
ん
の
身
近
に
あ
る
森

林
を
こ
の
事
業
で
整
備
し
て

欲
し
い
と
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、
市
の
農
林
水
産
課（
霞
ヶ

浦
庁
舎
２
階
）へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

生
活
に
身
近
な
森
林
を
、
地

域
が
主
体
と
な
り
適
正
に
整

備
・
保
全
し
、
私
た
ち
住
民
に

と
っ
て
快
適
で
豊
か
な
環
境
を

作
り
ま
し
ょ
う
。
※
事
業
は
、

予
算
の
範
囲
内
で
行
わ
れ
ま
す
の
で
あ
ら
か

じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

事業は住民の皆さん
の提案から

※ いずれの整備の場合も、市と協定を交わす必要があります。基本的には下記の①「保全型協定」を所有者と市で結びますが、公園などのよう
に管理者がいる場合は、所有者、管理者、市の3者で②「保全活用型協定」を結ぶことになります。

保全管理協定とは･･

下刈りや除間伐などの
整備は市が行いますが、
その後10年間の保全・
活用は所有者などが行
うことを協定書で互い
に約束します。
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　財政の健全化

　定員管理･給与の適正化、事務効率化

　その他

平成19年度
行政改革推進状況をお知らせします
市では、行政改革大綱および集中改革プラン（平成17年度～21年度）を
策定し、市民のニーズや社会情勢の変化に柔軟かつ弾力的に対応できるよ
う行政改革を進めています。

　市民サービスの向上
◇意見公募手続（パブリックコメント手続）の実施
　⇒ 実施案件：①花木鳥選定
　　　　　　　②男女共同参画計画
　　　　　　　③地域福祉計画
◇市民懇談会の開催（9月）
　⇒  50人の市民が参加し、12の意見提言をもとに意

見交換し、住民参加のまちづくりの一助にした

◇入札結果の公表
　⇒ ホームページ上での入札結果の公表を行い、建設コ
ンサルタントの業務委託を一般競争入札にて実施

◇経常経費の削減
　⇒ 平成20年度予算編成において、平成17年度予算対

比で11.7%削減（561,955千円→496,479千円）
◇補助金の整理合理化
　⇒ 平成20年度予算編成において、平成17年度予算

対比で4.5%削減（508,451千円→485,537千円）
◇茨城租税債権管理機構の活用
　⇒移管件数20件のうち6,422千円収入
◇新たな財源確保
　⇒ 市広報誌へ民間事業所等の広告を掲載することで、
広告料収入を確保（83枠／年間88枠：830千円）

◇定員適正化計画を推進（年度当初比）
　⇒ 平成19年度514人→平成20年度504人（最終
目標、平成２６年度487人）

◇人材の育成
⇒目標による管理を取り入れた人事評価制度の構築

　⇒ 人事評価研修、情報管理研修など職場外研修として
752人参加、そのほか派遣研修として茨城県自治
研修所などへ延べ69人派遣

◇時差出勤制度の活用
　⇒ 職員の健康保持、時間外勤務の軽減を目的として、通

常の勤務時間外に主に市民を対象とする業務に活用
◇事務事業評価の試行
　⇒全部署において係ごとに試行的に評価を開始

行
政

改
革

　市民との協働推進
◇電子自治体の構築
　⇒簡易な申請手続を可能とするシステムの導入
◇諸証明自動交付機の活用促進
⇒役所全体での受付件数に対して、自動交付機発行分
の占める割合（H18年度→H19年度）

　　・住民票の写し：14.4％→19.2％（＋4.8）
　　・印鑑登録証明書：38.4％→45.8％（＋7.4）
◇図書システムの充実
　⇒ 本館（あじさい館内）と分館（千代田公民館内）のシス
テム統合

◇市役所などへの「お客さまアンケート」
　⇒ 市民の視点に立った課題の発見や職員の意識改革を
図り、サービス向上や業務改善に活かす目的で設置
を計画（H20.4月末に市施設５ヶ所に設置）

◇民間委託の推進
　（１）指定管理者制度の導入
⇒H20.4から市内３施設（かすみがうら市水族館・生
産物直売所・活性化センター生産物直売所）におい
て指定管理者制度導入

　（２）長期継続契約の活用
　⇒ システム関連や複写機の賃貸借契約など、新たに
28件を単年度契約ではなく３～６年の長期継続契
約に変更

◇庁舎から発生する資源ごみの有効利用推進
　⇒ 印刷物の抑制による資源ごみの発生軽減と再利用サ
イクルの徹底

　

平
成
20
年
度
の
長
寿
医
療
制
度

（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
）の
保
険
料

が
次
の
よ
う
に
軽
減
さ
れ
ま
す
。

● 

均
等
割
額
が
７
割
軽
減
さ
れ
て
い

る
方
の
軽
減
割
合
を
、
８
・
５
割

に
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
年
間

の
保
険
料
が
１
１
，
２
０
０
円
の

方
は
、
５
，
４
０
０
円
に
な
り
ま

す
。

● 

保
険
料
の
賦
課
の
も
と
と
な
る
総

所
得
金
額
が
58
万
円
以
下（
収
入

が
年
金
の
み
の
方
は
、
年
金
収
入

額
が
２
１
１
万
円
以
下
）の
方
の

所
得
割
額
を
５
割
軽
減
し
ま
す
。

　

 

※
年
金
収
入
額
と
は
、
遺
族
年
金

な
ど
の
非
課
税
年
金
を
除
く
老
齢

基
礎
年
金
な
ど
の
受
給
額
を
い
い

ま
す
。

※
平
成
21
年
度
以
降
の
保
険
料
の
軽

減
は
決
定
次
第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
国
保
年
金
課

　

☎
内
線
１
１
４
４
・
１
１
４
５

長
寿
医
療
制
度
保
険
料

�
軽
減
�
�
知
�
�

粒
�
�
�
�
高
品
質
米
生

産
�
�
�
適
正
調
製
�

◆茨城県産米と他県産米の品質比較

茨城 新潟 栃木 千葉 長野 福島

粒厚 1.9mm
未満の粒の
重量割合 (%)

9.5 5.8 6.5 8.3 5.5 4.5

粒の重さ
（千粒重ｇ） 20.1 21.5 20.7 20.6 21.8 22.0

（平成 19年産コシヒカリ）

　

１
・
８
５
ミ
リ
メ
ー

ト
ル
以
上
の
網
目
で

調
整
す
る
こ
と
で
、

粒
ぞ
ろ
い
が
良
く
な

り
整せ

い
り
ゅ
う
ぶ
あ
い

粒
歩
合
が
向
上

し
て
、
品
質
の
高
い
米
に
仕
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

☆ 

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
高
品
質
生
産
の
た

め
の
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト

① 

５
月
５
日
以
降
の
田
植
え
↓
浸
種

は
４
月
に
入
っ
て
か
ら
！

② 

「
適
期
」「
適
切
」
の
中
干
し
に

よ
る
茎
数
管
理
↓
コ
シ
ヒ
カ
リ
な

ど
の
中
生
品
種
は
田
植
え
後
35
日

を
目
安
に
水
を
抜
く
！

③ 

出
穂
後
の
適
正
な
水
管
理
↓
コ

シ
ヒ
カ
リ
な
ど
の
中
生
品
種
は
出
穂

期
か
ら
30
日
後
ま
で
間
断
か
ん
水
実

施
！

④ 

成
熟
期
を
見
極
め
て
適
正
収
穫
、

玄
米
水
分
14
・
５
〜
15
パ
ー
セ
ン

ト
、
１
・
85
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
以
上

の
網
目
に
よ
る
適
正
調
製

⑤ 

作
土
深
15
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
確
保

を
目
標
に
耕
起
、
た
い
肥
・
土
壌

改
良
剤
の
施
用

問
県
南
地
方
総
合
事
務
所
農
業
課

　

☎
０
２
９
（
８
２
２
）
８
５
２
２

　

茨
城
県
産
米
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

 Ｈ
Ｐ
 h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.ib
a
ra

ki.jp
/b
u
kyo
ku
/n
o
u
rin
/n
o
s

a
n
/ko
m
e

防災訓練を実施します　　

航空自衛隊百里救難隊
茨城県防災航空隊　のヘリが参加

第１常陸野公園から救出・搬送のため緊急離陸
（写真は平成 14 年の千代田町防災訓練）

９/２８（日）
◆日　時　9月 28日（日）
　　　　　午前8時半～午後0時半
◆場　所　第１常陸野公園
※ 駐車場は、千代田公民館をご利用く
ださい。駐車場からは、災害時を想
定した避難訓練として、徒歩でご来
場ください。

◆内　容
　・消防団による放水訓練
　・一般参加者によるバケツリレー訓練
　・電話・電力復旧訓練
　・倒壊建物救出訓練
　・多数傷病者事故対応訓練
　・自衛隊による装備品展示（予定）

訓練当日は、午前 8時半の訓練開始のサイレン
をはじめ、消防車や救急車のサイレン、ヘリコ
プターの飛行音などが発生しますので、ご了承
をお願いします。

問総務課
☎内線 1523

　本市においても大きな被害が予
想される首都圏直下型地震などに
対し、地域住民や関係機関との相
互協力体制を図るため、市総合防
災訓練を実施します。住民の皆さ
んのご来場をお待ちしています。

市の行政改革への取組状況などについては、ホーム
ページで随時更新していきますのでご覧ください。

市行政改革 ＨＰ http://www.city.kasumigau
ra.ibaraki.jp/kikakuka/gyoukakutop.htm
問総務課行政改革推進室　☎内線1527
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９
月
か
ら
11
月
の
３
カ
月
間「
農

地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
特
別
巡
回
」を

実
施
し
ま
す
。
こ
の
巡
回
は
、
農
地

の
荒
廃
・
乱
開
発
を
防
い
で
優
良
農

地
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
実
施

し
て
い
る
も
の
で
す
。

◆
調
査
の
重
点
事
項

①
転
用
許
可
後
の
進
行
状
況
調
査

②
無
断
転
用
の
発
見
と
防
止

③
遊
休
農
地
の
実
態
把
握

問
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
内
線
２
７
０
２
・
２
７
０
３

農
地
�
無
断
転
用
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

　

道
路
や
歩
道
へ
の

倒
木
、
枝
の
張
り
出

し
に
よ
り
、
通
行
の

障
害
に
な
っ
て
い
る

箇
所
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
に
起

因
し
て
、
車
両
や
歩

行
者
に
事
故
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
当

該
樹
木
の
所
有
者
の

責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
状
態
が
見
ら
れ
る
土
地
の
所
有
者
の
皆

さ
ま
に
は
、
樹
木
の
伐
採
ま
た
は
枝
払
い
を
お
願
い
し

ま
す
。

① 

道
路
・
歩
道
へ
樹
木
が
張
り
出
し
て
い
る
。

② 

枯
木
、
折
れ
枝
な
ど
に
よ
る
通
行
障
害
が
あ
る
、
ま

た
は
そ
の
恐
れ
が
あ
る
。

③ 

竹
林
の
繁は

ん
も茂
に
よ
る
通
行
障
害
が
あ
る
、
ま
た
は
そ

の
恐
れ
が
あ
る
。

　

な
お
、
今
後
と
も
普
段
の
管
理
は
も
と
よ
り
、
強
風

や
大
雨
の
後
に
は
、
特
に
注
意
さ
れ
る
よ
う
ご
協
力
願

い
ま
す
。

ー
作
業
時
の
注
意
事
項
ー

① 

電
線
や
電
話
線
が
あ
る
箇
所
の
作
業
は
、
危
険
を
伴

う
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
最
寄
り
の
東
京

電
力
㈱
ま
た
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
に
連
絡
し
、
立
会
の
も
と
で

行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

② 

作
業
に
あ
た
り
、
通
行
車
両
、
自
転
車
お
よ
び
歩
行

者
の
安
全
確
保
と
、
樹
木
か
ら
の
転
落
防
止
な
ど
に

十
分
ご
配
慮
く
だ
さ
い
。

問
・
茨
城
県
土
浦
土
木
事
務
所

　
　

☎
０
２
９
（
８
２
２
）
４
３
４
６

　

・
市
道
路
管
理
課　

☎
内
線
２
６
１
２

道路へ張り出した樹木の枝払いをお願いします

ー事故などの際、所有者・占有者の責任が問われますー

　

10
月
１
日（
水
）か
ら
駐
在
所
の
電

話
番
号
が
変
わ
り
ま
す
。

◆
下
大
津
駐
在
所

　

☎
０
２
９
（
８
２
８
）
０
１
１
０

◆
志
士
庫
駐
在
所

　

☎
０
２
９
（
８
９
７
）
０
１
１
０

駐
在
所
�
電
話
番
号
�

変
�
�
�
�

海区漁業調整委員会って？
　水面を総合的に利用し、漁業生
産力を発展させ、あわせて漁業の
民主化を図ることを目的として都
道府県に設置された行政委員会の
ことです。 
　漁業権の免許、指示権、入漁権
などの裁定や漁場計画の作成など
の権限を持っています。

　

毎
年
、
申
請
に
基
づ
い
て
９
月
１

日
現
在
で
選
挙
人
名
簿
を
調
製
し
ま

す
。
現
在
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、
市
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
登
載
申
請
書
を
配
布
し
ま

す
の
で
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
場
合
は
、
登
載
申
請
書
に

記
入
し
、
９
月
５
日
ま
で
に
同
封
の

返
信
用
封
筒
で
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
な
い
方
で
、
次
の
要
件
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、
９
月
５

日
ま
で
に
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
申

請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

方
法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
登
録
資
格
者
＝

・ 

市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
場
を

有
す
る
人
で
あ
っ
て
、
年
間
90
日

以
上
漁
船
を
使
用
す
る
漁
業
を
営

み
、
ま
た
は
こ
れ
に
従
事
す
る
人
、

も
し
く
は
漁
業
者
の
た
め
に
漁
船

を
使
用
し
て
行
う
水
産
動
植
物
の

採
捕
、
も
し
く
は
養
殖
に
従
事
す

る
人（
法
人
を
含
む
。）

・ 

知
事
の
権
限
に
よ
っ
て
前
項
の
該

当
者
の
範
囲
を
拡
張
さ
せ
ら
れ
た

人
。

・ 

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
委
員
ま

霞
�
浦
北
浦
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

委
員
選
挙
人
名
簿
�
登
録
申
請
�
�
願
�
�
�
�

た
は
漁
業
協
同
組
合
も
し
く
は
漁

業
協
同
組
合
連
合
会
の
役
員
で
あ

り
、
そ
の
委
員
ま
た
は
役
員
に
就

任
後
、
前
項
の
２
つ
に
該
当
し
な

く
な
っ
た
た
め
、
選
挙
権
を
失
っ

た
人
。（
こ
の
場
合
に
該
当
す
る

人
は
委
員
ま
た
は
役
員
の
任
期
中

お
よ
び
退
任
後
最
初
に
行
わ
れ
る

選
挙
に
限
る
。）

◆
申
請
の
現
在
日
＝
９
月
１
日（
月
）

◆
申
請
期
間
＝
９
月
１
日（
月
）〜
９

月
５
日（
金
）ま
で

◆
申
請
先
＝
総
務
課（
千
代
田
庁
舎
）

ま
た
は
霞
ヶ
浦
庁
舎
総
務
課

問
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
千
代
田
庁
舎
総
務
課
内
）

　

☎
内
線
１
５
２
２･

１
５
２
３

ご長寿お祝い申し上げます
長寿の節目を迎えられた高齢者の方を祝福し
記念品および敬老祝金を給付しています

◆対象者

年齢（数え年） 対象者の生年月日 給付内容

　 77歳   　　 昭和5.9.18　～　昭和6.9.15 生まれ 祝金   7,000円

　88歳   　　  大正 8.9.18　～　大正9.9.15 生まれ 祝金15,000円

　99歳 　  　 明治 41.9.18  ～ 　明治 42.9.15 生まれ 祝金25,000円

　 100歳 　  　 明治 40.9.18  ～ 　明治 41.9.15 生まれ 祝金30,000円

　 101歳以上  　 明治 40.9.17以前   生まれ 祝　品

　平成 20年 8月 1日現在で、当市に 3カ月以上住所（住民票の住所）があり、上記の生年月日 [前

年の敬老の日（平成 19年 9月 17日）の次の日から、今年の敬老の日（平成 20年 9月 15日）まで

に達する生年月日 ]に該当する方。

　ただし、平成 20年 8月 2日以降当市に住所がなくなった場合は、給付の対象になりません。
◆給付方法　職員が９月中に直接訪問します。

問長寿福祉課　☎内線 1179・1180

　

市
の
窓
口
で
は
、
シ
ス
テ
ム
の
更

新
作
業
の
た
め
、次
の
日
に
お
い
て
、

一
部
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
で
き
ま
せ

ん
の
で
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
９
月
22
日（
月
）
１
日
間

　

電
子
証
明
書
の
住
基
カ
ー
ド
へ
の

埋
め
込
み
、
失
効
を
行
う
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
住
基
カ
ー
ド
の
発
行
、
電

子
証
明
書
の
パ
ス
ワ
ー
ド
変
更
・
初

期
化
・
ロ
ッ
ク
解
除
な
ど
は
通
常
ど

お
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
10
月
２
日（
木
）
１
日
間

　

利
用
で
き
な
い
業
務
は
次
の
と
お

り
で
す
。

・
付
記
転
出
、
付
記
転
入
届

・ 

広
域
交
付
住
民
票（
通
常
の
住
民

票
は
発
行
で
き
ま
す
。）

・ 

住
基
カ
ー
ド
の
発
行
と
廃
止
、
一

時
停
止
な
ど

・ 

電
子
証
明
書
の
住
基
カ
ー
ド
へ
の

埋
め
込
み
、
失
効
な
ど

詳
し
く
は
、
お
電
話
に
て
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
千
代
田
庁
舎
市
民
窓
口
課

　

☎
内
線
１
１
３
３

窓
口
業
務
�
一
部
停
止

�
�
知
�
�

◆
日
時
＝
10
月
３
日（
金
）

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時
半

◆
会
場
＝
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

　

土
浦
市
城
北
町
２
‐
24　
　
　

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
土
浦

　

求
人
・
事
業
所
部
門

　

☎
０
２
９
（
８
２
２
）
５
１
２
４

障
害
者
就
職
面
接
会

�
前
期
��
開
催

◆
日
時
＝
10
月
３
日（
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◆
会
場
＝
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲

つ
く
ば
市
小
野
崎
４
８
８
‐
１

◆
対
象
＝
20
歳
以
上
の
一
般
県
民

先
着
30
人（
子
連
れ
不
可
）

◆
料
金
＝
３
，
０
０
０
円（
会
食
代
）

◆
申
込
方
法
＝
９
月
10
日（
水
）ま
で

に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
希
望
の
旨
、

氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
年
齢
、

職
業
、
地
産
地
消
に
関
わ
る
意
見
や

質
問
を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
９
（
４
５
）
８
３
２
１

　

FAX

０
２
９
９
（
４
５
）
８
３
５
０

�
�
�
�
食
�
農
�
交

流
�
�
�
�
�
�
開
催

「いばらきKids Club」カードを協賛店舗で提示す
ると、料金割引や粗品進呈などのサービスが受け
られます。
［対象］妊娠中の方や 18 歳未満の子どものいる家
庭（一家庭につき一枚、子どもと別居中でも対象にな
る場合がありますのでお問い合わせください。）

障
害
者
就
職
面
接
会

障
害
者
就
職
面
接
会

「いばらきKids Club」カードを提示
して優待を受けよう！

［配布］まだカードの交付を受けていな
い妊娠中の方や在宅のお子さんのいる
ご家庭は、市の子ども福祉課窓口、霞ヶ
浦庁舎市民窓口課、中央出張所、宍倉出張所
で配布しますので、お越しください。（妊娠中の方は、
母子手帳を持参ください。）
［協賛店舗］県子ども家庭課ホームページ参照
ＨＰ http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/jifuku/
問子ども福祉課　☎内線 1173
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２
０
１
１
年（
平
成
23
年
）
７
月

24
日
ま
で
に
今
ま
で
の
テ
レ
ビ
放
送

（
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
）は
終
了
し
ま

す
。
そ
れ
以
降
は
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
を
お
使
い
の
方
は
、
そ
の
ま
ま
で

は
テ
レ
ビ
放
送（
デ
ジ
タ
ル
放
送
）を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る

に
は
、
次
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。

① 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ
レ

ビ
に
買
い
換
え
る

② 

地
上
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買

い
足
す

③ 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
済
み
の

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
視
聴
す
る

　

①
、
②
の
場
合
は
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ

ナ
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も
地

上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
と
同
じ
期
日
に
終

了
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

・
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て

　

総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
（
０
７
）
０
１
０
１

　

 

Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

　

☎
０
３
（
４
３
３
４
）
１
１
１
１

・
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
つ
い
て

　

 

Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
お
問
い
合
わ

せ
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０
（
０
１
）
２
０
１
１

　

地
上
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
が
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
完

全
移
行
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
共
同

受
信
施
設
で
テ
レ
ビ
を
ご
覧
の
方
を
対
象
に
、
希
望
に

応
じ
て
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

◆
日
時
＝
随
時（
申
請
に
基
づ
き
調
整
） 

◆ 

内
容
＝
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
概
要
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
中
継
局
の
設
置
予
定
、
共
同
受
信
施
設
の
対
応 

◆ 

講
師
＝
総
務
省
関
東
総
合
通
信
局
、
放
送
事
業
者
、

日
本
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
技
術
協
会 

◆ 

対
象
者
＝
次
の
各
共
聴
施
設
の
所
有
者
と
管
理
者
な

ど 

・ 

ア
パ
ー
ト
・
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の
集
合
住
宅
、
ビ
ル

共
聴
施
設 

・ 

ビ
ル
影
な
ど
の
都
市
受
信
障
害
共
聴
施
設

申
込
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 

問
企
画
課
情
報
政
策
室　

内
線
☎
１
２
１
０ 

ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

所
有
者
・
管
理
者
の
皆
さ
ん
へ

　

 
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
が

つ
な
が
ら
な
い
場
合
は

　

☎
０
４
５
（
３
４
５
）
４
０
８
０

　

 

ど
ち
ら
も
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　
（
土
日
祝
は
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
）

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（社）
デ
ジ
タ
ル
放
送
推
進
協
議
会

　

Ｈ
Ｐ
 h
ttp
://w
w
w
.d
p
a.o
r.jp

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、
平
成
20
年

10
月
１
日（
水
）現
在
で「
平
成
20
年
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
」を
実
施
し
ま
す
。

住
宅
�
土
地
統
計
調
査

10
�
�
全
国
一
斉
�

　

茨
城
県
で
は
、
皆
さ
ま
か
ら
１
日
に

使
用
し
た
交
通
機
関
な
ど
を
教
え
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
人
の
１
日
の
移
動

を
把
握
し
、
暮
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
の
検
討
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
10
月
か
ら
11
月
に
か
け

て
交
通
に
関
す
る
調
査「
東
京
都
市

東
京
都
市
圏
�
�
�
�
�

�
�
�
調
査
�
�
協
力
�

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
は
、「
い
じ
め
」や「
児
童
虐
待
」

な
ど
子
ど
も
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
一
斉「
子
ど

も
の
人
権
１
１
０
番
」強
化
週
間
を

実
施
し
、
悩
み
を
持
っ
た
お
子
さ
ま

や
保
護
者
の
方
か
ら
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

◆
主
催
＝
水
戸
地
方
法
務
局
・
茨
城

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

◆
期
間
＝
９
月
８
日（
月
）〜
14
日

（
日
）

◆
時
間
＝
午
前
８
時
半
〜
午
後
７
時

た
だ
し
、
土
・
日
曜
日
は
午
前
10
時

〜
午
後
５
時

◆
フ
リ
ー
ダ
イ
ア
ル

　

☎
０
１
２
０
（
０
０
７
）
１
１
０

※
法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員

（
子
ど
も
の
人
権
専
門
委
員
）が
お
受

け
い
た
し
ま
す
。

相
談
�
�
受
�
�
�
�

�
子
�
�
�
人
権
�
�
�
番
�

　

今
年
の
自
動
車
税
は
、
す
で
に
納
税

し
て
い
ま
す
か
？
ま
だ
、
納
税
し
て
い

な
い
場
合
、
県
税
事
務
所
ま
た
は
お
近

く
の
金
融
機
関
で
納
税
し
て
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
限
ま
で
に
納
税
し
な
い
と

　
　

⇦

●
督
促
状
が
送
ら
れ
て
き
ま
す

　
　

⇦

●
そ
れ
で
も
納
税
し
な
い
と

　
　

⇦

● 

滞
納
処
分
と
し
て
、
預
貯
金
や
給

与
、
生
命
保
険
、
自
動
車
の
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
差
押
え
が
な
さ

れ
ま
す

問
土
浦
県
税
事
務
所　

収
税
第
２
課

　

☎
０
２
９
（
８
２
２
）
７
２
０
８

自
動
車
税

納
税
�
�
済
�
�
�
�
�

　

水
戸
財
務
事
務
所
で
は
、
多
重
債

務
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
方
か
ら
の
相

談
を
受
け
て
い
ま
す
。
状
況
を
お
聞

き
し
、
債
務
整
理
方
法
の
ア
ド
バ
イ

ス
や
、
必
要
に
応
じ
法
律
の
専
門
家

へ
の
引
継
ぎ
も
行
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、お
電
話
く
だ
さ
い
。

財
務
省　

関
東
財
務
局　

水
戸
財
務

事
務
所　

多
重
債
務
相
談
窓
口

　

☎
０
２
９
（
２
２
１
）
３
１
９
０

　

 （
平
日
午
前
８
時
半
〜
午
後
零
時

15
分
、午
後
１
時
〜
午
後
４
時
半
）

多
重
債
務
相
談
窓
口
�

�
案
内

電
話

応
答

�

�
�
�

�

◉
防
災
情
報〔
火
災
情
報
・
気
象
警
報
〕

◉
行
政
情
報〔　

  　
　
　

〕

の
提
供
を
24
時
間

　
　
　
　

行
な
っ
て
い
ま
す
。

（
携
帯
電
話
で
の
利
用
も
可
能
で
す
。）

まずは指定番号
029-898-3671

つづいて“Χ”
ボタン

防災情報は“１”
行政情報は“２”

注）通話料金は、利用者負担になります。
　　火災情報は、霞ヶ浦地区のみの情報となります。
　　お悔やみ・ゴミの収集・バス巡回の放送は行なっていません。

問霞ヶ浦庁舎総務課　☎内線 2205

イ
ベ
ン
ト
・
健
診
・

そ
の
他
お
知
ら
せ

市の情報

　

こ
の
調
査
は
、
住
宅
・
土
地
に
関

す
る
最
も
基
本
的
な
調
査
で
す
。
調

査
結
果
は
、
国
や
都
道
府
県
・
市
区

町
村
が
住
生
活
基
本
計
画
や
ま
ち
づ

く
り
施
策
な
ど
を
立
案
す
る
た
め
の

重
要
な
資
料
と
し
て
利
用
さ
れ
、
私

た
ち
の
住
生
活
の
向
上
に
大
切
な
役

割
を
果
た
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

内
容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
統
計
以

外
の
目
的
に
使
用
す
る
こ
と
は
、
法

律
で
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
９

月
下
旬
に
、
調
査
対
象
と
な
っ
た
お

宅
に
、
知
事
が
任
命
し
た
調
査
員
が

お
伺
い
し
て
調
査
票
を
配
布
し
、
後

日
、
調
査
員
が
受
け
取
り
に
伺
い
ま

す
の
で
、
調
査
票
へ
の
記
入
を
お
願

い
し
ま
す
。
安
心
し
て
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
霞
ヶ
浦
庁
舎
総
務
課

　

☎
内
線
２
２
０
７
・
２
２
０
８

圏
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
」を
実

施
し
ま
す
。
対
象
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
ご
家
庭
に
は
調
査
票
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
茨
城
県
都
市
計
画
課

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
４
５
７
９

　

 Ｈ
Ｐ
 h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.ib
a
ra

ki.jp
/b
u
kyo
ku
/d
o
b
o
ku
/0
1

c
la
ss/c

la
ss0
9
/

◆
利
用
時
間
＝
24
時
間（
管
理
人
は
、

午
前
６
時
〜
９
時
、
午
後
６
時
〜
９

時
）

◆
申
込
方
法
＝「
市
自
転
車
駐
車
場

利
用
登
録
申
請
書
」・
ま
た
は「
市
自

動
車
駐
車
場
利
用
登
録
申
請
書
」を

記
入
し
、
直
接
申
込
窓
口
で
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。（
申
請
書
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。）

◆
申
込
窓
口

・ 

都
市
整
備
課（
霞
ヶ
浦
庁
舎
）

　

☎
内
線
２
６
０
３
〜
２
６
０
５

・ 

千
代
田
庁
舎
市
民
窓
口
課

　

☎
内
線
１
１
３
２
〜
１
１
３
４

・ 

中
央
出
張
所

　

☎
０
２
９
（
８
３
１
）
６
３
９
９

市
営
駐
輪
�
駐
車
場
�

定
期
利
用
者
募
集8月 4日現在の募集台数

駐輪場　83台分（2,200円 /月・台）
駐車場  12台分（5,500円 /月･台）

常
時
募
集
中

西口 P
P

家具屋

食 堂駐車場

駐輪場

東口

神立駅

地デジ受信の準備はお済ですか？
ー 2011 年に地上アナログ放送が終了しますー

⬅⬅
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◆入学願書の受付期間と試験日
・推薦入学（各学科）と研究科の一般入学

　10月 2日（木）～ 17日（金）
　【試験日】10月 27日（月）

・一般入学《前期》（各学科）

　12月 17日（水）～平成 21年 1月 16日（金）
　【試験日】平成 21年 1月 30日（金）

・一般入学《後期》（各学科）

　平成 21年 2月 9日（月）～ 27日（金）
　【試験日】平成 21年 3月 6日（金）

　

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
高
校
等

卒
業
者（
卒
業
見
込
者
含
）を
対
象
に

農
業
部（
農
学
科
・
畜
産
学
科
）50
人
、

園
芸
部（
園
芸
学
科
）30
人
、
ま
た
、

茨
城
県
立
農
業
大
学
校

�
�
�
�
�

学
生
募
集

　

県
で
は
、
茨
城
県
内
で
近
く
農
業
を

始
め
る
方
や
農
業
を
始
め
て
間
も
な

い
方
を
対
象
に
、
農
業
技
術
の
基
礎
を

体
系
的
に
学
べ
る
研
修
を
行
い
ま
す
。

◆
研
修
内
容
＝
定
年
帰
農
者
支
援
研

修（
野
菜
入
門
コ
ー
ス
）

�
茨
城
営
農
塾
�

�
�
�

 

受
講
者
募
集

　

学
校
・
病
院
・
工
場
・
事
業
所
な

ど
多
数
の
人
が
出
入
り
し
、
勤
務
す

る
建
物
に
つ
い
て
は
、
消
防
法
令
に

よ
り
防
火
管
理
者
を
置
く
こ
と
が
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、
防
火
管
理
の
資

格
取
得
の
た
め
の
講
習
会
を
開
催
し

ま
す
。

◆
講
習
日
＝
10
月
９
日（
木
）･

10
日

（
金
）の
２
日
間

◆
場
所
＝
千
代
田
公
民
館

◆
受
付
開
始
日
＝
９
月
19
日（
金
）

◆
申
込
方
法
＝
西
消
防
署
ま
た
は
東

消
防
署
へ
受
講
料
と
認
印
を
持
参
し

て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
募
集
人
数
＝
60
人（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）

◆
受
講
料
＝
５
千
円

問
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎
０
２
９
９
（
５
９
）
５
１
１
１

甲
種
防
火
管
理
資
格
取

得
講
習
受
講
生
募
集

☆☆☆有料広告を募集中/広聴広報課　☎内線1151☆☆☆☆☆☆有料広告を募集中/広聴広報課　☎内線1151☆☆☆

　

講
座
は
、「
ひ
き
こ
も
り
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
ら
」を
テ
ー
マ
に
、
精
神
保

健
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
支
援
の

方
法
を
学
び
ま
す
。

　

知
識
・
経
験
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

家
族
、
支
援
す
る
方
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
な
ど
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に

申
し
込
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

精
神
保
健
�
�
�
�
�

�
講
座
受
講
生
募
集

期　日 内　容 時間・場所

10月 8日（水）
講義： 「ひきこもり」の概要、相談窓

口、行政の施策　など
講師： 県精神保健福祉センター
　　　土浦保健所

午後 2時～ 3時
あじさい館
会議室 3 ･ 4

10月15日（水）
講義： 「医師の立場からひきこもり

とは何か」など
講師：内田薫氏（湯原病院医師）

午後 3時～ 4時
あじさい館
会議室 3 ･ 4

10月29日（水）
講義： 「カウンセラーの立場から」「社

会的ひきこもりとは何か」など
講師： 浅井和幸氏
　　　（浅井心理相談室カウンセラー）

午後 2時～ 3時
あじさい館
会議室 3 ･ 4

◆
募
集
人
数
＝
15
人（
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
）

◆
参
加
費
＝
無
料

◆
応
募
締
切
日
＝
９
月
26
日（
金
）

問
・ 

か
す
み
が
う
ら
市
社
会
福
祉
協

議
会　

千
代
田
支
所

　

☎
０
２
９
９
（
５
９
）
５
５
０
９

　

・
市
社
会
福
祉
課

　

☎
内
線
１
１
６
１

　

県
で
は
、
就
職
を
目
指
し
て
い
る

方
に
、
き
め
細
か
な
就
職
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
行
う「
い
ば
ら
き
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

◆
サ
ー
ビ
ス
内
容
＝
就
職
の
あ
っ
せ

ん
、
就
職
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
、

内
職
の
あ
っ
せ
ん
、求
職
者
の
興
味
・

関
心
・
志
向
な
ど
の
診
断
、
就
職
に

関
す
る
悩
み
相
談
な
ど

※
事
業
主
の
方
に
は
、
求
人
の
受
け

付
け
も
し
て
い
ま
す
。

◆
相
談
時
間
＝
平
日
の
午
前
９
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
か
ら
４
時

◆
開
設
場
所
＝
い
ば
ら
き
就
職
支
援

セ
ン
タ
ー
県
南
地
区
セ
ン
タ
ー（
土

浦
合
同
庁
舎
３
階
）

・
就
職
相
談
・
職
業
紹
介
・
内
職
相
談

　

☎
０
２
９
（
８
２
５
）
３
４
１
０

・
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
・
適
職
診
断

�
�
�
�
就
職
支
援
�

�
�
�
�
�
案
内

短
期
大
学
な
ど
の
卒
業
者（
卒
業
見

込
者
含
）を
対
象
に
、
研
究
科
10
人

の
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

※
大
学
へ
の
編
入
学
の
受
験
資
格
も

得
ら
れ
ま
す
。

申
問
県
立
農
業
大
学
校

　

☎
０
２
９
（
２
９
２
）
０
０
１
０

　

県
で
は
、
育
児
な
ど
の
た
め
に
離
職

し
た
女
性
の
再
就
職
の
支
援
を
行
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
対
象
者
＝
県
内
に
居
住
す
る
女
性

で
、
利
用
資
格
を
満
た
す
方

◆
助
成
額
＝
再
就
職
の
た
め
の
職
業

訓
練
受
講
費
用
の
２
分
の
１
の
額
を
、

10
万
円
を
限
度
に
助
成
し
ま
す
。

※
受
講
で
き
る
職
業
訓
練
は
、
県
で
指

定
し
た
講
座
の
み
と
な
り
ま
す
。

子
育
�
�
�
�
再
就
職
�

支
援
�
�
�
�
�

　

☎
０
２
９
（
８
２
５
）
２
８
２
２

第 27回　IBARAKI
ウォークフェスティバル

10/11
（土）

◆時　間　午前8時半　筑波庁舎駐車場集合
◆コース　 りんりんロード⇒普門寺⇒平沢

官衙遺跡⇒北条商店街
◆参加費　無料
◆ 申込方法　10月 5日（日）までに、電話、
FAX、はがきでご応募ください。はがき・
FAXには、住所、氏名（フリガナ）、年齢、
電話番号を明記し郵送してください。
　※先着250人
申 問茨城県自然歩道利用促進協議会事務局
茨城県生活環境部環境政策課
〒310-8555　水戸市笠原町978-6
☎ 029-301-2946　FAX 029-301-2949
ＨＰ http://www.pref.ibaraki.jp/kankyo

受
講
終
了
後
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や

職
業
紹
介
、
サ
ー
ク
ル
な
ど
に
よ
り
、

再
就
職
決
定
ま
で
支
援
し
ま
す
。

問
県
労
働
政
策
課

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
３
６
４
５
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マ
再
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ー
ジ
」

　

 Ｈ
Ｐ
 h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.ib
a
ra

ki.jp
/b
u
kyo
ku
/s
yo
u
ko
u
/r

o
se
i/m
a
m
a
/in
d
e
x.h
tm
l

◆
対
象
者
＝
農
産
物
を
販
売
し
収
入

を
得
よ
う
と
す
る
概
ね
65
歳
ま
で
の

方（
定
員
40
人
を
超
え
た
場
合
は
選

考
）

◆
期
間
＝
９
月
24
日（
水
）〜
12
月
20

日（
土
）の
、
原
則
、
平
日
の
夜
間
と

土
曜
日
の
日
中
に
開
講

◆
場
所
＝
茨
城
県
立
農
業
大
学
校

（
茨
城
町
長
岡
４
０
７
０
‐
１
８
６
）

◆
受
講
料
＝
無
料（
た
だ
し
、
テ
キ

ス
ト
代
な
ど
は
受
講
者
負
担
）

◆
申
込
方
法
＝
９
月
４
日（
木
）ま
で

に
土
浦
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー〔
土

浦
合
同
庁
舎
内
☎
０
２
９
（
８
２
２
）

７
２
５
３
〕を
経
由
し
て
農
業
大
学
校

へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
問
茨
城
県
立
農
業
大
学
校 
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修
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０
０
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百
里
基
地
で
は
、
自
衛
隊
記
念
日

行
事
の
一
環
と
し
て
、
平
成
20
年
度

航
空
観
閲
式
を
実
施
し
ま
す
。

　

当
日
や
事
前
飛
行
訓
練
中
は
、
騒

音
な
ど
に
よ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

◆
開
催
日
＝
10
月
19
日（
日
）

◆
場
所
＝
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地

※
観
閲
式
当
日
は
招
待
者
以
外
入
場

で
き
ま
せ
ん
。

問
航
空
自
衛
隊
百
里
基
地
渉
外
室
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�
理
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�
願
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高校３年生のみなさんへ
求めています。若い力を！

防衛大学校学生
将来、各自衛隊の幹部自衛官となる者は（パイロット要
員含む）、広い視野を持ち、科学的な思考力を養い、豊
かな人間性を培うことが必要です。創造力と活力に富
む優れた自衛隊のリーダーになるため、知育以外に、
徳育と体育を重視して学びます。

防衛医科大学校学生
将来、医師である幹部自衛官となり、医師としての知
識や技能のほかに、生命の尊厳への理解やあらゆる任
務を遂行できる強靱な体力を養ってゆきます。医師で
ありかつ幹部自衛官としての重責を担ってゆける資質
を備えた人材を求めます。

看護学生
陸上自衛隊において看護業務に携わる自衛官となり、
看護師免許取得後は、全国の自衛隊病院や衛生部隊で
勤務し、実務経験を積んでいきます。

自衛隊茨城地方協力本部　土浦地域事務所
☎ 029-821-6986

ＨＰ http://www.mod.go.jp/pco/ibaraki/
かすみがうら市　総務課　☎内線 1523

自 衛 官
募 集

a
c
.jp

有料広告欄 有料広告欄



かすみがうら市役所
　☎0299(59)2111
　☎029(897)1111
　FAX 0299(59)2130
※ 電話はどちらにおかけに
なっても庁舎間を内線電
話で転送いたします。

かすみがうら市福祉事務所
　FAX 0299(59)2186

中央出張所
　☎029(831)6399

宍倉出張所
　☎029(832)3696

あじさい館
　☎029(897)0511

やまゆり館
　☎029-832-5601

保健センター（霞ヶ浦保健センター）
※保健行事の予約はこちら
　☎029(898)2312

教育委員会（美並地区公民館）
　☎029(898)2016

水道課（浄水場）
　☎029(897)1346

保セ  ＝保健センター
郷土  ＝郷土資料館
　　　☎029(896)0017
社福  ＝社会福祉課
子福  ＝子ども福祉課
図書  ＝図書館
農委  ＝農業委員会事務局
社協  ＝社会福祉協議会
　　　☎0299(59)5509
雪入  ＝雪入ふれあいの里公園
　　　☎0299(59)7000

主な 官公署 ☎

カレンダー内の表示･☎

  ごみカレンダー、病院･診療所
の情報は市のホームページの
他にモバイル版（携帯電話か
ら接続）でも
ご覧いただけ
ます。モバイ
ル版ＵＲＬは
以下のアドレ
スまたはQR
コードから
http://www.city.kasumi
gaura.ibaraki.jp/mobile/

木 thu 金 fri 土 sat

社福  法律相談（要予約）
　13:00～　働く女性の家
　※予約は9/1～
保セ  特定健診　
　　  9:30～、13:00～
　　  やまゆり館

11
先勝

保セ  妊婦教室②（要予約）
　　 9:30～　千代田保健センター
保セ  特定健診　
　　 9:30～ やまゆり館
　　13:00～ 下稲吉公民館

12
友引

 6
友引

 図書  石のスープの会の「お話会」
　　　14:00～ 市立図書館

13
先負

保セ  特定健診　
　  　9:30～ 、13:00～
　  　安飾地区公民館
保セ  にこにこ教室　（要予約）
　 　10:00～ 千代田保健センター

18
友引

保セ  特定健診　
　　  9:30～ 、13:00～
　　  霞ヶ浦保健センター

19
先負

 保セ  家族一緒のマタニティ教室
　　　（要予約）9:30～
　　　 　千代田保健センター

20
仏滅

社福  法律相談（要予約）
　　13:00～　あじさい館
　　※予約は9/1～
保セ  ４ヶ月児健診　
　　 13:00 ～ 霞ヶ浦保健センター
　　 （H20年 5月生）

25
先負

農委  農地相談（予定･要予約）
　　  9:00～ 11:00
　　　 農業委員会総会 14:00～
保セ  １歳6ヶ月児健診　
　　 13:00 ～ 霞ヶ浦保健センター
　　 （H19年 2月生）

26
仏滅

27
大安

【霞】C Dプラ・ダン・新聞

かすみがうら市ホームページアドレス　http://www.city.kasumigaura.ibaraki.jp/

【霞】C Dペット・雑誌・古布

【霞】C Dプラ・ダン・新聞

【霞】C Dペット・雑誌・古布

【千】A プラ・ダン・新聞
　   B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A 不燃・カン
　   B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A プラ・ダン・新聞
　   B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A 可燃
　   B プラ・ダン・新聞
【霞】C D粗大ごみ

【千】A 可燃
　   B 不燃・カン
【霞】C Dその他ビン

【千】A 可燃
　   B プラ・ダン・新聞
【霞】C D無色ビン

日 sun 月 mon 火 tue 水 wed

9月 September.2008　おしらせカレンダー

保セ  特定健診　
　　　9:30～、13:00～
　　　やまゆり館
社協  心配ごと相談  13:30～
　　　※働く女性の家

10
赤口

保セ  特定健診　
　　　9:30～、13:00～
　　　働く女性の家

 9
大安

保セ  特定健診　
　　　9:30～、13:00～
　　　働く女性の家
千公  読み聞かせ会　
　　 16:00～　新治児童館

 8
仏滅

郷土  古代米づくり教室（稲刈り）
　　　 9:00～
郷土  志筑の歴史講座
　　　10:00～千代田公民館
郷土  古文書講座④（全10回）
　　　13:30～
 

 7
先負

保セ  特定健診　
　9:30～ 柏崎コミュニティセンター
13:00～ 岩坪集落センター

17
先勝

保セ  特定健診　
　　9:30～、13:00～
　　新生ふるさとコミュニティセンター
千公  読み聞かせ会　
　　16:00～　大塚児童館

16
赤口

15
大安

郷土  古代米づくり教室（脱穀）
　　　10:00～
郷土  文化財の見方講座
　　　13:30～

14
仏滅

保セ  定例健康相談
　　　9:00～、13:00～
　　　　霞ヶ浦保健センター
社協  心配ごと相談  13:30～
　　　※あじさい館

24
友引

23
先勝

 保セ  めだか教室　
　　　13:00～ 霞ヶ浦保健センター
　　　（H18年8,9月生）

22
赤口

 

21
大安

 

30
仏滅

 子福  療育相談（要予約）　
　　　 15:00～ 17:00
　　　 わかぐり保育所
 保セ  集団予防接種ポリオ
　　　 （要予約）
　　　 13:00～ 13:20
　　　 霞ヶ浦保健センター

29
先負

 

28
赤口

長月

平成
20 年

【千】  A B ペット・雑誌・古布
【霞】C D不燃･カン

【千】  B 粗大ごみ
【霞】C D不燃･カン

【千】A  Bペット・雑誌・古布
【霞】C D不燃･カン

【千】A その他ビン
　   B 可燃
【霞】D可燃

【千】B 可燃
【霞】D可燃

【千】A 茶色ビン
　   B 可燃
【霞】D可燃

【千】A 無色ビン
　   B 可燃
【霞】D可燃

【千】】A 可燃
　   B その他ビン
【霞】C可燃

【千】A 可燃
【霞】C可燃

【千】A 可燃
　   B 茶色ビン
【霞】C可燃

【千】A 可燃
　   B 無色ビン
【霞】C可燃

今月の納付納入期限 9 月 30 日

固定資産税　第３期分

国民健康保険税　第４期分

後期高齢者医療保険料　第 3 期分

保育料９月分・上下水道料９月分

※    県緊急医療情報システムは、以下のＨＰアドレス　
　www.qq.pref.ibaraki.jp/　でもご覧になれます。

9月　夜間緊急診療所【内科・小児科】
緊急診療所 (石岡市医師会病院内 ) ☎ 0299-23-3515
受付時間　19:00～ 22:30
診療日　　6,7,13,14,15,20,21,22,23,27,28日

9月　休日緊急診療所　（受付時間　9:00～ 11:30／ 13:00～ 15:30）
【外科】
7日
14日
15日
21日
23日
28日

府中クリニック
斉藤病院
石岡第一病院
滝田整形外科
石岡循環器科脳神経外科病院
渡辺クリニック

☎0299-22-2146
☎ 0299-26-2131
☎ 0299-22-5151
☎ 0299-23-2071
☎ 0299-58-5211
☎ 0299-26-7633

【内科・小児科】
緊急診療所 (石岡市医師会病院内 )
　　☎0299-23-3515
診療日　　7,14,15,21,23,28日

9月　輪番制病院　（土浦･阿見地域病院群輪番制病院）
【土浦協同病院】☎029-823-3111
受付時間　18:00～翌8:00
診療日　3,5,7,10,12,14,17,19,21,23,25,27,29日
【東京医大霞ヶ浦病院】☎029-887-1161
受付時間　18:00～翌8:00
診療日　1,4,6,8,11,13,15,18,20,22,24,26,28,30日
【霞ヶ浦医療センター】☎029-822-5050
受付時間　18:00～翌8:00　　
診療日　2,9,16日

※その他の《休日・夜間診療の医療機関》をお探しの方は･･･
茨城県救急医療情報コントロールセンター　☎ 029-241-4199
市消防本部・西消防署　　　　　　☎0299-59-5111
　　　　　　東消防署　　　　　　☎029-897-0119

休
日
診
療
所

（
石
岡
地
区
）

輪
番
制
病
院

（
土
浦
地
区
）

※保健行事の詳細は健康カレンダーをご覧ください。
 　その他の各行事の詳細は、担当課へお問い合わせください。

保セ  にこにこ教室　（要予約）
　　 10:00～ 千代田保健センター

 4
赤口

 5
先勝

【千】A 不燃・カン
　   B 可燃
【霞】C D可燃

【千】A 可燃
　   B 不燃･カン
【霞】C D茶色ビン

 3
大安

保セ  3歳児健診　
　　13:00～　霞ヶ浦保健センター
　　　（H17年5月生）
千公  読み聞かせ会　
　　 16:00～　稲吉児童館

 2
仏滅

保セ  こころの相談　
　　　（要予約）13:30～
　　　霞ヶ浦保健センター

 1 【千】A 粗大ごみ
【霞】C D不燃･カン

【千】A 茶色ビン
　   B 可燃
【霞】D可燃

【千】A 可燃
　   B 茶色ビン
【霞】C可燃先負

 

※ごみの収集　＝　環境保全課
　環境クリーンセンター　☎0299-59-4649

A ＝志筑･新治･稲吉 1～5 丁目･
　　稲吉東 1～6 丁目･角来
B ＝七会･千代田ハウス～大塚団地～
 　　逆西11区周辺･稲吉南 1～3 丁目
C＝美並･佐賀･安飾地区
D ＝下大津･牛渡･志士庫地区

ごみ収集地区一覧 ごみの表記
●プラ・ダン・新聞
＝ プラスチック・
　ダンボール・新聞
●ペット・雑誌・古布
＝ ペットボトル・
　雑誌・古布

９月は茨城県認知
症を知る月間です
「認知症」は脳の病気で誰
にでも起こり得るもので
す。ちょっとした手助け
で落ち着いた生活を取り
戻すことができます。
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体育協会からのお知らせ
（スポーツ振興課）

第4回市ゴルフ連盟団体対抗戦開催
◆期　　日　10月 22日（水）
◆場　　所　かすみがうらOGMゴルフクラブ
◆主　　催　市ゴルフ連盟（市体育協会後援）
◆参 加 費　3,000 円
◆プレー費　8,500 円
　（昼食付・乗用カートセルフ）
◆参加資格
　市内在住または在勤の方
　（4人 1組）
申 問市ゴルフ連盟会長　萩原光義
☎ 0299-59-4567

文化協会からのお知らせ
（生涯学習課）

季節のお菓子でお茶をどうぞ！

　千代田地区茶道連合会では、第 23 回「季

節のお菓子でお茶をどうぞ」の茶席を開催し

ます。四季の移り変わりを一服のお茶で楽し

みましょう。お気軽にご参加ください！

◆日　時　10月 5日（日）
　　　　　午後 1時～午後 4時

◆場　所　働く女性の家　1階和室
◆茶　券　300円
問竹浦

県の施策を説明します
　県では、県民の皆さまに県政に対する理解を深め

ていただき、県民の声を県政に反映させることを目

的として、要望に応じて職員が各種の集会などに出

向き、県の施策などをわかりやすく説明しています。

　この度、講座のメニューの見直しを行いましたの

で、この機会にご利用ください。

◆対 象　 参加人数がおおむね 20 人以上の集
会など（ただし、参加費を徴収する

など、収益的事業として実施する場

合は対象外）

◆経 費　 県職員の派遣費用は不要（会場設営
の費用などは申込者負担）

◆申込方法　 希望テーマを選び、郵送、電話、
FAX、Eメールなどで申し込みくだ

さい。
申 問茨城県政策審議室（調整担当）

☎ 029-301-2030　FAX 029-301-2039

◇出前講座メニューの一例◇
番号 テーマ名 講座の概要
1-1 子どもの救急医療 救急医療体制の整備に関する県

の取組状況や緊急の場合の対処
方法など

2-4 後期高齢者医療制
度とは

後期高齢者医療制度の概要と医
療費の動向について

3-5 NPO・ボランティ
ア活動をしてみま
せんか

NPO( 特定非営利活動法人）制
度やボランティア活動などの社
会貢献活動について

4-10 森林湖沼環境税と
税の使い道

平成２０年４月から導入された
森林湖沼環境税の仕組みと税の
使途について

6-8 ハッスル黄門の出
前サービス

国文祭のマスコットキャラク
ター「ハッスル黄門」（着ぐるみ）
が学校行事や地域のお祭りなど
のイベントの盛り上げ役として
出張

9-14 茨城空港の概要、
その魅力

2010 年 3月頃の開港に向けて
整備が進められている茨城空港
の概要と特徴

県政出前講座のご案内

メニューの一覧は政策審議室ホームページ
ＨＰ  http://www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/bug

ai/seisaku/demae/top.htm

戸籍のまどでは、新生児と亡くなられた方の

氏名・大字などを掲載していますが、不正使

用や目的外使用防止の観点から、ホームペー

ジ上での掲載はいたしませんのでご了承く

ださい。

有料広告欄 有料広告欄
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第5回

⑤

9 月

市
長
随
想

かすみがうら市へ「ふるさと納税」
をしたいのですが？

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
役
所
各
課
に
寄
せ
ら
れ
た
皆
さ
ま
か
ら
の

質
問
や
提
言
に
対
し
て
法
律
や
市
の
制
度
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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「
ふ
る
さ
と
納
税
」

寄附をしていただいた場合、翌年の確定申
告の手続きにより、5千円を越える部分に
ついて、所得税や居住地の住民税が一定の
限度額まで控除されます。
払い込み後に、市から送付される寄附金受
領証明書を大切に保管してください。

税金が控除されます

  

健
康
管
理

私
は
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の
入
院

生
活
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
健
康
の
大

切
さ
、
あ
り
が
た
さ
を
実
感
し
た
。
こ

れ
ま
で
健
康
で
あ
る
こ
と
が
取
り
え

で
、
風
邪
や
少
し
く
ら
い
の
体
調
不
良

で
も
病
院
に
も
行
か
ず
、
健
康
を
自
負

し
て
い
た
の
で
あ
る
。

市
長
に
就
任
し
て
初
め
て
健
康
診

断
（
人
間
ド
ッ
ク
）
を
受
診
し
た
と
こ

ろ
、
消
化
器
系
に
疾
患
が
見
つ
か
り
、

治
療
を
要
す
る
指
導
を
受
け
て
の
入
院

で
あ
っ
た
。

急
を
要
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た

の
で
、
６
月
定
例
議
会
や
重
要
公
務

を
果
た
し
、
入
院
、
自
宅
静
養
を
含

め
、
一
カ
月
弱
の
休
暇
と
な
っ
た
。
今

で
は
、
す
っ
か
り
完
治
し
、
元
気
に
公

務
に
復
帰
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

市
民
の
皆
様
に
は
、
ご
心
配
と
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
た
こ
と
を
、
心
か
ら
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

入
院
を
し
た
こ
と
に
よ
り
、
人
間

は
生
き
て
い
る
限
り
「
誰
も
が
、
い
つ

病
気
に
な
る
か
わ
か
ら
な
い
」
と
い
う

こ
と
を
、ま
た
、「
健
康
は
自
分
で
守
る
」

と
い
う
こ
と
を
学
ん
だ
、
良
い
経
験
だ

と
思
っ
て
い
る
。

健
康
で
長
生
き
す
る
に
は
、
病
気

に
な
っ
た
ら
医
者
で
治
せ
る
と
い
う
、

頼
る
心
構
え
よ
り
も
、
毎
日
の
健
康
管

理
と
生
活
習
慣
が
大
事
で
あ
ろ
う
。
健

康
管
理
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
摂
れ
た
食
生

活
や
適
度
な
運
動
、
生
活
の
リ
ズ
ム
を

作
る
こ
と
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
理
解

は
し
て
い
て
も
、
実
践
す
る
こ
と
は
た

や
す
い
こ
と
で
は
な
い
が
、
自
分
の
体

は
自
分
で
し
か
守
れ
な
い
と
い
う
こ
と

を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
年
に
１
回
は

健
康
診
断
を
受
診
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
う
。
予
防
や
初
期
の
疾
患
で
あ
れ
ば

簡
単
な
処
置
で
済
む
も
の
が
、
病
気
が

進
む
と
重
症
や
致
命
症
に
な
る
こ
と
も

多
い
か
ら
で
あ
る
。
何
人
も
、
病
に
な

る
確
率
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
欲

し
い
。

「ふるさと応援寄附金」としてお申
し込みいただいた後、専用振込用
紙などで振り込むことができます。A

Q

坪井透市長

【問い合わせ・寄附申込書のあて先】
〒315-8512  かすみがうら市上土田461
かすみがうら市役所　市長公室企画課
☎ 0299-59-2111/029-897-1111
　 内線 1560 ～ 1564
FAX 0299-59-2130
 kikakuka@city.kasumigaura.ibaraki.jp

平成20年度の地方税法の改正により、「ふるさ

と納税」制度が創設されました。この制度は、出

身地や以前にお住まいになっていたかどうかな

どに限らず、"ふるさと”として「応援したい」「貢

献したい」という皆さまのあたたかいお気持ちを

日 時 内 容 場 所 対 象 予約受付

9月 5日（金）
10:00 ～ 11:30

　《広いお庭であそぼう！》
　・ 持参品…飲み物

やまゆり保育所
1歳～就学前児
とその保護者
《育児相談可》

9月 1日（月）
    午前 9時～

9月 11日（木）
10:00 ～ 11:30

　《赤ちゃんマッサージ》
　・ 持参品…飲み物、バスタオル

青少年ホーム
（15組）

2 カ月～ハイハ
イ前の乳幼児と
その保護者

9月 4日（木）
    午前 9時～

9月 26日（金）
10:00 ～ 11:30

　《小麦粉粘土を作ってあそぼう！》
　・ 持参品…飲み物

稲吉児童館
1歳～就学前児
とその保護者
《育児相談可》

9月 17日（水）
    午前 9時～

やまゆり館で楽しくあそびましょう！
〈簡単なおもちゃの製作をしている日もあります〉
★ お子さんについて気がかりなことがありましたら
お気軽にお電話またはご来館ください。

【子育てサロン開館日】
毎週月～金曜日 9:30 ～ 11:30 ／ 14:00 ～ 16:30
祝祭日は休館です。

やまゆり館

※ 7月からやまゆり
館のご利用は有
料となりました。

0 歳～ 3歳児と
その保護者

予約不要 

楽しい遊びの場・仲間づくりの場・相談の場としてご利用ください。

申込＆問い合わせ先　　やまゆり館　☎ 029-832-5601

子
育
て
サ
ロ
ン

寄付金という形にしていただくものです。

皆さまから「ふるさと応援寄付金」として寄せら

れた"想い”は、これからのまちづくりのために

活用させていただきます。

皆さまからのご支援をお待ちしています。

1寄附申込書のダウンロード
市のホームページから寄附申込書をダウンロー
ドするか、電話などで市へ請求いただければお
送りいたします。

2寄附の申し込み
寄附申込書を電子メール、郵送、FAXなどの方
法で送付してください。【あて先は下記】
※ 市総合計画の５つの施策から寄附金の使途を選択すること
ができます。

3払込用紙などの受け取り
寄附申込書の到着後、市から寄附受入書と払い
込みに必要となる専用振込用紙、または市の指
定口座の通知をお送りします。

4寄附金の払い込み
市公金収納取扱金融機関から振り込みすること
ができます。【取扱金融機関は下記】
※ 取扱金融機関以外をご利用の場合は、別途手数料などがか
かりますのでご了承ください。

【かすみがうら市公金収納取扱金融機関】
関東つくば銀行　常陽銀行
三菱東京UFJ銀行　りそな銀行
埼玉りそな銀行　茨城銀行　東日本銀行　
茨城県信用組合　水戸信用金庫
中央労働金庫　茨城千代田農業協同組合　
土浦農業協同組合　茨城県信用漁業協同組
合連合会　ゆうちょ銀行・郵便局

5,000円以上の寄附をお寄せいただいた方
には、市郷土資料館と市水族館の共通入館
招待券を5枚お送りいたします。また、ご
希望があれば市の広報誌を1年間送付させ
ていただきます。

寄附のお礼として

市外にお住まいのご親族などか

らの「ふるさと応援寄附金」によ

るご支援をお待ちしています！

寄
附
手
続
�
�        

�
�
�
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新刊図書案内KSC エンジョイスポーツクラブ
　申 問高田　☎ 090-2420-7846

1 エンジョイスポーツデー
　　（バドミントン・ピンポンなど）
　28 日【日】9：00 ～ 12：00　
　体育センター
2ソフトバレーボール教室
　毎週火曜日（16、23日を除く）20：00～ 22：00
　体育センター
3グラウンドゴルフ体験
　毎週火曜日（16 日を除く）9：00 ～ 11：30　
　あじさい館コミュニティ広場
4弓道体験
　毎週木曜日 13：30 ～ 17：00
　17：00 ～ 19：00（要事前申込）
　多目的運動広場弓道場
5リフレッシュ体操教室
　12 日【金】、26 日【金】14：00 ～ 15：00
　あじさい館（講座室）

み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ

KSC なかよしスポーツクラブ
　申 問大和　☎ 090-2417-8502

1スポーツ広場（バドミントン・ピンポンなど）
　14 日【日】9：00 ～ 12：00
　千代田 B＆ G海洋センター体育館
2なかよし硬式テニス体験
　毎週日曜日 9：00 ～ 11：00
　第 1常陸野公園テニスコート
3バドミントン＆ラケットテニス体験
　毎週日曜日 9：00 ～ 12：00
　千代田 B＆ G海洋センター体育館
4なかよしピンポン体験
　毎週土曜日 12：30 ～ 17：00
　毎週木曜日 19：00 ～ 22：00（ピンポンのみ）
　千代田B＆ G海洋センター体育館
5なかよし太極拳体験
　毎週水曜日 19：30 ～ 21：00
　プルミエールひたち野 2号館
6ファミリーフットサル（小学生以下とその保護者）
　毎週日曜日 15：00 ～ 18：00
　わかぐり運動公園（スパイクシューズ使用不可）
7健康体操
　12 日【金】10：00 ～ 11：30
　26 日【金】10：00 ～ 11：30　　働く女性の家

9月

ー参加費ー
（保険料含）
各日200円
中学生以下100円
●会員無料
※ スペシャルイベント
　を除く

※ 都合により日程が変更になる
場合があります

今
月
の
テ
ー
マ

「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」

現
役
加
入
者
の
皆
さ
ま
へ

●
緑
色
の
封
筒
で
お
届
け
し
ま
す
。

　

本
年
６
月
か
ら
10
月
ま
で
の
間

に
、
す
べ
て
の
現
役
加
入
者
の
方
々

へ「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」を
お
届
け

し
ま
す
。
自
営
業
、
専
業
主
婦
、
学
生
な
ど

の
方
に
は
直
接
ご
本
人
の
住
所
地
へ
、
会
社

勤
め
の
方
に
は
会
社
の
ご
協
力
が
得
ら
れ
た

場
合
お
勤
め
の
会
社
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま

す
。

　

３
月
ま
で
に
青
色
の
封
筒
で
届
い
た
方

は
、
年
金
記
録
に
も
れ
が
あ
る
可
能
性
が
高

い
方
で
す
。
ま
ず
、
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用

ダ
イ
ヤ
ル
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
結
び
つ
く

可
能
性
の
あ
る
記
録
に
つ
い
て
の
具
体
的
な

情
報
を
提
供
し
ま
す
。

●
年
金
記
録
の
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
金
記
録
に「
も
れ
」や「
間
違
い
」が
な
い

か
十
分
に
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。「
も

れ
」や「
間
違
い
」が
あ
る
場
合
も
、
な
い
場

合
も
、
必
ず
ご
回
答
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

● 

平
成
８
年
以
前
に
旧
姓
で
年
金
に
加
入
し

て
い
た
方
は
ご
注
意
願
い
ま
す
。

国
民
年
金
ニ
ュ
ー
ス

【一般書】「歴史有名人の兄弟姉妹」「十七歳」「老
ろうじょう

嬢

は今日も上機嫌」「ラン」「抜け参り薬草旅」「決壊上・

下」「一
いっちょう

朝の夢」「地の日天の海上・下」「星野富弘

ことばの雫」「チベット問題とは何か」ほか

【児童書】「100かいだての家」「ミラート年代記１」

「くいしんぼなめれおん」「ドラキュラーってこわい

の？」「うさこちゃんびじゅつかんへいく」ほか

ミヤマ物語（あさのあつこ）
この闇は、なんて深いんだー。
深い山（ミヤマ）には、いろんな
モノタチがうごめいている。ウ
ンヌ、雲濡という同じ響きを
もった 2 つの世界をめぐる少
年、ハギと透

と お る

流の物語。『毎日
小学生新聞』連載を単行本化。

≪市立図書館千代田分館≫≪市立図書館本館≫

開館時間　9：00～ 17：00
休 館 日　毎週月 (月が祝日の場合は、その翌日 ) 

開館時間　9：00～ 17：00
休 館 日　   毎週月、祝日、毎月末日（末日が土日の

場合は金、月が祝日の場合は、その翌日）

【一般書】「ほほえみの四季日本の名景ベスト50保存

版」「アメリカ狂乱」「サハラ」「日本人のこころ」「古

事記と日本書紀」「家庭介護のプロのコツ」「禅を楽し

む本」「失くした記憶の物語」「こうふくあかの」ほか

【児童書】「ぼくの羊をさがして」「アリスは友だち

をつくらない」「先生と老犬とぼく」「はじめてのお

りがみ」「地獄はめちゃらくちゃらの巻」ほか

毎日新聞社（刊）

車いすの旅人が行く！「心のバリアフ
リー」を求めて日本縦断（木

き じ ま

島英
ひでとう

登）
高校 3年生の時、ラグビー部の
練習で脊

せきずい

髄損傷を負い、車いす
生活になった元電通マン。その
彼が、車いすで日本縦断旅行を
敢行。日本のバリアフリーの現
状を書き下ろす。 講談社（刊）
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結
婚
な
ど
に
よ
り
氏
名
を
変
更
さ
れ
て
い

る
方
の
記
録
が
、
い
わ
ゆ
る
持
ち
主
不
明
で

あ
っ
た「
５
千
万
件
」の
記
録
の
中
に
多
数
存

在
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
年
金
記
録
は
、
皆
さ
ま
か
ら
の
申
し
出

に
よ
り
、
速
や
か
に
記
録
に
結
び
つ
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

●
住
所
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
特
別
便
」を
確
実
に
お
届
け
す

る
た
め
に
は
、
正
し
い
住
所
の
届
出
が
必
要

で
す
。
住
所
異
動
の
際
は
、
変
更
の
手
続
き

を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

★
ね
ん
き
ん
特
別
便
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
（
０
５
８
）
５
５
５

★
年
金
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
９
（
８
２
５
）
２
３
０
０

第2回かすみがうら市長杯ソフトテニス大会
〔6月 14日　多目的運動広場・第 1常陸野公園〕
成績： 【高学年男子の部】㊝菅澤一成②飯田浩晶

③中島賢也、奥村健太郎【高学年女子の部】
㊝菊池瞳（龍ヶ崎ドラゴン）②小倉春風（潮
来）③篠塚優華（潮来）、額賀美優（MCD)
【低学年男子の部】㊝山口貴倫②金子大佑
（MCD) ③幸坂泰輔（MCD)、仁田誠人【低
学年女子の部】㊝吉川莉未（玉造山王）②櫻
井沙菜③山本悠稀奈（潮来）、金子怜（MCD)

※ 所属未記入者は、霞ヶ浦ソフトテニススポ少、
MCDは取手市のチーム。

第2回かすみがうら市長杯空手道大会
〔6月 15日　千代田B＆G海洋センター〕
成績： 【児童初級の部】㊝萩原孝哉（笠間）②岩瀬亮

③小松崎幸希（笠間）【児童上級の部】㊝岡
野祐斗②村岡可奈子③荻野谷美月【中学生
の部】㊝佐藤つかさ（笠間）②佐藤秀人（笠
間）③上村拓矢【団体戦】㊝かすみがうら E
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重　要 親　展

ご確認いただくに当たっては、まず
「ねんきん特別便専用ダイヤル」にお電話ください

℡0570-058-555
社会保険事務所でも受け付けております

「ねんきん特別便」です。
年金加入記録にもれがある可能性があります。
十分お確かめの上、ご回答いただきますよう、
お願いいたします。

社会保険庁
　社会保険業務センター
〒168-8505
　　東京都杉並区高井戸西3丁目5番24号
　　　『ねんきん特別便専用ダイヤル』
　　　　　　　電　話　0570-058-555

料金後納
郵便

料金後納
郵便

重　要 親　展

　「ねんきん特別便」です。
　　　あなた様の年金加入記録をお届けいたします。
　　　「もれ」や「間違い」があるかもしれません。
　　　十分お確かめいただいた上で、　　　　
　　　必ず、ご回答をお願いいたします。

回答する前に、よくわからないことがあれば、
必ず、社会保険事務所にお越しいただくか
「ねんきん特別便専用ダイヤル」に

お電話ください。
℡0570-058-555

※全国の社会保険労務士会でも相談窓口（無料）
を開催しております。

社会保険庁
　社会保険業務センター
〒168-8505　東京都杉並区高井戸西3丁目5番24号

6ターゲット
　　　　バードゴルフ大会
　28 日【日】12：45 受付、13：30 開始
　コース：あじさいコース（あじさい館東側）
　参加費：一般 1,000 円、会員 800 円（保険代込）
　定員：先着 40 人
　申込締め切り：9月 15 日【月】
　※クラブ、マット、羽根は準備してあります。
　　（左用のクラブ無）

スペシャルイベント

賞品多数あり！

通常は緑色の封筒で届きます

3月までに青色の封筒で届いていたら、
まずお電話ください。

8よさこいダイエット！
　29 日【月】19：00 ～ 20：00
　勤労青少年ホーム
9ウオーキング
　28 日【日】９：00 ～現地集合
　偕楽園と千波湖周辺
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教育委員会 学校だより
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現在のデータ

佐賀地区内にあり、
住所大字は「坂」。
水族館・森林公園・
郷土資料館などが
立ち並ぶ観光地。

ふ
る
さ
と
の
地
名
編

広報誌持参の方は資料館入館無料！！郷土資 料館

短
歌

俳
句

歩
く
観
音
様
が
い
る
御
崎

　

か
す
み
が
う
ら
市
東
部
に「
坂
」が

あ
り
ま
す
。「
坂
」が
、
最
初
に
記
録

に
登
場
す
る
の
は
、『
常
陸
国
風
土

記
』で
す
。
風
土
記
の
茨
城
郡
の
条

に
は「
佐さ

が
の
な
が
れ
う
み

我
流
海
」と
み
ら
れ
、
こ
の

地
名
が
奈
良
時
代
ま
で
遡
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
以
降
、
平
安
〜
中
世

に
か
け
て「
佐さ

が
ご
う

賀
郷
」、近
世
に
は「
坂

村
」、明
治
〜
昭
和
時
代
に「
佐
賀
村
」

と
な
り
、
出
島
村
誕
生
以
降
に
現
在

の「
坂
」と
な
り
ま
し
た
。
こ
の「
佐

賀
」「
坂
」と
い
う
地
名
成
立
は
、
低

湿
地
や
坂
そ
し
て
逆
さ
に
川
筋
が
流

れ
る
な
ど
の
意
味
が
あ
る
と
の
諸
説

が
あ
り
ま
す
。

　

坂
に
は
、「
歩
崎
観
音
」と
い
う
寺

院
、
そ
し
て
名
勝
地
が
あ
り
ま
す
。

こ
の「
歩
崎
観
音
」に
は
次
の
よ
う
な

伝
説
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
る
時
、
霞
ヶ
浦
三み

つ
ま
た
お
き

又
沖
を
船

が
通
っ
た
際
に
、
嵐
と
な
り
船
が
転

覆
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

乗
っ
て
い
た
人
々
は「
南な

む
か
ん
ぜ
お
ん

無
観
世
音

大だ
い
ぼ
さ
つ

菩
薩
」と
唱
え
た
と
こ
ろ
、
陸
の

方
か
ら
水
上
を
歩
い
て
観
音
様
が

助
け
に
来
て
く
れ
、
陸
ま
で
船
を
引

い
て
く
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

こ
か
ら
歩
く
観
音
様
が
い
る
御
崎

と
い
う
こ
と
で「
歩
崎
」と
呼
ば
れ
る

よ
う
に
な
り
、
こ
こ
に
寺
院
が
建
立

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
名
も「
歩

あ
ゆ
み
ざ
き
さ
ん

崎
山

宝ほ
う
し
ょ
う
い
ん

性
院
長ち

ょ
う
ぜ
ん
じ

禅
寺
」で
す
。
歩
崎
観

音
の
縁
日
は
８
月
16
日
で
、
近
郷
近

在
よ
り
多
く
の
参
拝
者
が
訪
れ
、
特

に
33
年
に
一
度
観
音
様
が
ご
開
帳
さ

れ
る
年
は
、
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま

し
た
。
現
在
、
こ
の
祭
礼
日
は「
あ

ゆ
み
祭
り
」と
な
り
市
を
代
表
す
る

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。

歩
�
�
�
�
�崎

青あ
お
ば
ご
い

葉
鯉
ひ
ら
り
と
向
き
を
変
へ
に
け
り 

松
村
久
子 （
稲
吉
東
）

燈と
う
だ
い

台
へ
続
く
電
線
大お

お
み
な
み

南
風 

飯
沼
礼
子 （
上
土
田
）

烈れ
っ
こ
う

公
の
腰
か
け
石
や
夏
燕

つ
ば
め 

矢
口
三
郎 （
稲
吉
東
）

ど
こ
で
ど
う
道
を
違た

が
へ
て
草
い
き
れ 

大
塚
隼
人 （
新　

治
）

夕
顔
の
宵よ

い
や
み闇

押
し
て
咲
き
つ
ぎ
ぬ 

石
塚
文
子 （
牛
渡
下
郷
）

手
花
火
に
集
ひ
し
中
の
人
と
な
り 

車
田
き
み （
大
和
田
）

本
陣
の
庭
ひ
そ
と
し
て
酔す
い
ふ
よ
う

芙
蓉 

小
松
崎
正
栄 （
戸　

崎
）

神
主
の
連
打
で
開
け
る
祇ぎ
お
ん
さ
い

園
祭 

福
田
宏ひ

ろ
み
ち通 （

御　

殿
）

伝説の観音様が
安置される長禅寺

美
並
小
学
校

�
�
�
�
�
� 

心
豊
�
� 

美
並
�
子
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
育
成
�
目
指
�
�

庭
と
の
連
絡
カ
ー
ド
の
や
り
と
り
を
し

た
り
し
て
い
ま
す
。　

　

虫
歯
の
な
い
児
童
も
８
割
に
の
ぼ

り
、
健
康
に
対
す
る
意
識
も
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

学
校
の
公
開
と
地
域
、
家
庭
、
学
校

と
の
交
流
の
場
と
す
る
こ
と
を
ね
ら
い

と
し
て
、
例
年
11
月
に
実
施
し
て
い
ま

す
。
授
業
参
観
の
あ
と
の
親
子
会
食
、

地
域
の
方
を
講
師
に
迎
え
て
の
親
子
活

動
と
楽
し
み
い
っ
ぱ
い
の
１
日
で
す
。

学
区
内
の
区
長
さ
ん
や
敬
老
会
の
方
々

も
招
待
し
て
い
ま
す
。
会
食
だ
け
で
な

く
活
動
に
対
し
て
も
楽
し
み
に
し
て
い

て
、
み
な
さ
ん
と
て
も
素
敵
な
笑
顔
で

１
日
を
過
ご
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

経
験
豊
か
な
人
材
な
ど
多
用
な

教
育
資
源
の
活
用

Ｐ
Ｃ
Ａ（P

a
re
n
ts C

itize
n

A
sso
c
ia
tio
n

）

望
ま
し
い
食
習
慣

　
　
　
　
　

の
形
成
を
図
る

暖
か
き
陽ひ

ざ射
し
に
く
ら
し
の
さ
ま
見
せ
て
満

ま
ん
か
ん
し
ょ
く

艦
飾
な
る
団
地
の
ベ
ラ
ン
ダ 

遠
藤
富
重 （
下
稲
吉
）

林り
ん
し
ょ
う
床
に
落
花
と
紛ま

が
う
花
咲
か
せ
芳ほ

う
こ
う香
放
つ
叡

え
い
ざ
ん
す
み
れ

山
菫 

大

西

周（
稲
吉
東
）

苦
界
と
は
遠
き
昔
の
闇
と
し
て
あ
つ
け
ら
か
ん
と
笑え

ま
ふ
友
だ
ち 

田
中
好
子（
下
稲
吉
）

お
酒
よ
り
お
茶
が
良
い
と
は
下げ

こ戸
の
言
ふ
左さ

と
う党
に
と
り
て
は
嫌
な
相
手
よ 

鳥
海

力
つ
と
む （
下
稲
吉
）

二
千
年
の
日
本
の
土
台
を
支
へ
き
し
存
在
そ
の
も
の
の
水
田
な
る
を 

大
塚
敬
三 （
有

河
）

庭
の
草
は
見
ぬ
振
り
を
し
て
老
い
わ
れ
の
晝ひ

る
ね寝
き
め
こ
む
何
は
と
も
あ
れ 

小
貫
弘
子 （
牛

渡
）

陽
の
出
前
植
へ
終
へ
し
田
を
や
は
ら
か
き
光
包
み
て
静
ま
り
て
を
り 

飯
島
ヒ
ロ
エ （
三
ツ
木
）

　
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
活
動

で
は
、
美
並
地
区
に
目
を
向
け
た
活
動

が
あ
り
ま
す
。
ご
み
捨
て
の
現
状
に
心

を
痛
め
た
子
ど
も
た
ち
が
ご
み
拾
い
を

実
施
し
た
り
、
看
板
を
作
っ
て
一
ノ
瀬

川
沿
い
に
立
て
た
り
し
ま
し
た
。
ま
た
、

福
祉
に
取
り
組
ん
だ
学
年
は
、
学
区
内

に
あ
る
「
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
つ
く
ば
」
を

訪
問
し
、
入
所
し
て
い
る
お
年
寄
り
の

方
と
の
ふ
れ
合
い
を
し
て
き
ま
し
た
。

は
じ
め
は
な
か
な
か
話
す
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
も
次
第
に
打
ち

解
け
、
練
習
し
て
き
た
出
し
物
を
発
表

し
て
和
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

教
育
活
動
全
体
を
通
し
て
、
魅
力
あ

る
楽
し
い
食
育
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

保
護
者
や
児
童
の
食
に
対
す
る
興
味
・

関
心
を
深
め
、
望
ま
し
い
食
習
慣
を
形

成
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
授
業
に
は
ゲ
ス
ト
テ
ィ

ー
チ
ャ
ー
と
し
て
保
護
者
に
も
入
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
の

意
識
を
高
め
る
た
め
、
マ
ス
コ
ッ
ト
や

給
食
便
り
の
名
前
を
公
募
し
た
り
、
家

美並フェスティバルの様子

学
校
�
家
庭
�
地
域

�
�
�

�
�
連
携
�
大
切
�

　

専
門
的
な
技
術
や
技
能
を
生
か
し
、

習
字
や
合
唱
、
陸
上
の
練
習
な
ど
で
保

護
者
や
地
域
の
方
に
授
業
や
放
課
後
の

練
習
で
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
と
て
も
生
き

生
き
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
農
園
で
の
野
菜
栽
培
で

は
、
畑
の
整
地
や
さ
つ
ま
い
も
の
苗
植

え
、
収
穫
な
ど
を
協
力
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
収
穫
し
た
野
菜
は
、
11
月

に
開
催
さ
れ
る
美
並
小
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
会
食
時
に
、
け
ん
ち
ん
汁
の
具
材

や
大
学
芋
と
な
っ
て
参
加
者
の
笑
顔
に

迎
え
ら
れ
ま
す
。

　校庭いっぱいに広がる鯉のぼりの

泳ぎとともに１年が始まります。自

分たちで摘んだ茶葉で新茶を飲み、

ランチルームや屋外のふれあい広場

での異学年交流給食や、縦割り班遊

び・清掃で人間関係を築きます。そ

して、秋には収穫の喜びを体感しま

す。

　喜びいっぱい、笑顔いっぱいの美

並小学校。201 人の子どもたちの

元気な声が響き渡る学校です。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

美
並
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

PCAで地域の方々から
裁縫を教わる子どもたち
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ソーセージの燻製を珍しそうに
間近で眺める子どもたち

「板橋交流事業」 市内で野菜の収穫などを体験

市
内
の
自
然
を
満
喫

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
て
い
る「
板
橋
交
流
事

業
」の
一
環
の
観
光
交
流
ツ
ア
ー
に
、
45
人

が
参
加
し
、
か
す
み
が
う
ら
市
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

参
加
者
は
、
午
前
中
に
下
土
田
の
観
光

農
園
で
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
野
菜
を
収

穫
、
時
折
現
れ
る
バ
ッ
タ
や
カ
エ
ル
な
ど

に
子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
で
し
た
。
同

農
園
で
昼
食
を
と
っ
た
後
、
宍
倉
の
ブ
ル

ー
ベ
リ
ー
農
園
で
摘
み
取
り
を
体
験
し
、

冷
た
い
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
葉
茶
や
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
ア
イ
ス
で
暑
さ
を
し
の
ぎ
ま
し
た
。

最
後
は
霞
ヶ
浦
の
自
然
に
触
れ
な
が
ら
歩

崎
公
園
を
散
策
し
市
を
後
に
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
女
性
は
、「
凍
ら
し
て
お
い
た

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
毎
朝
か
か
さ
ず
食
べ
て

い
る
。
ヨ
ー
グ
ル
ト
に
入
れ
た
り
、
そ
の

ま
ま
食
べ
た
り
。
直
接
摘
み
取
っ
た
も
の

は
甘
い
し
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

7月 12日

「青少年育成を考えるつどい」が開催

中
学
生
の
意
見
に
素
直
に
耳
傾
け
る

　

青
少
年
育
成
か
す
み
が
う
ら
市
民
会
議

と
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
の
共
催
に
よ
り

約
２
０
０
人
の
関
係
者
の
参
加
の
も
と
、

「
平
成
20
年
度
青
少
年
育
成
を
考
え
る
つ

ど
い
」が
多
目
的
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

第
一
部
は
、
８
人
の
中
学
３
年
生
か
ら

の
主
張
発
表
で
、
日
常
生
活
の
中
で
感
じ

て
い
る
等
身
大
の
素
直
な
意
見
が
発
表
さ

れ
、な
ご
や
か
な
空
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
は
、〝
子
ど
も
の
心
、大
人
の
心
〞

と
題
し
た
渋
谷
照て

る
お夫
先
生（
の
び
る
学
園

長
）の
講
演
会
が
行
わ
れ
、「
大
人
が
変
わ

れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
」と
い
う
10
箇
条

が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
、「
大
人

と
し
て
の
行
動
を
今
一
度
チ
ェ
ッ
ク
し
て

み
た
い
」そ
ん
な
意
見
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

7月 27日

中学生の主張に耳を傾ける参加者

ソーセージとアイスづくりを親子で体験

自
分
た
ち
で
作
れ
ば
格
別
な
味

　

市
で
は
、
霞
ヶ
浦
公
民
館
講
座「
ソ
ー

セ
ー
ジ
・
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
手
作
り
教
室
」

を
開
催
、
あ
じ
さ
い
館
の
調
理
室
に
17
組

の
親
子
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
羊
の
腸

ち
ょ
う
に
豚
の
ひ
き
肉
を
詰

め
た
ウ
ィ
ン
ナ
ー
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
、
次
に

卵
や
牛
乳
、
生
ク
リ
ー
ム
を
氷
で
冷
や
し

な
が
ら
混
ぜ
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
作
り

ま
し
た
。
県
畜
産
セ
ン
タ
ー（
石
岡
市
）の

職
員
か
ら
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
肉
を
こ

ね
て
、
専
用
の
道
具
で
腸
に
詰
め
る
な
ど
、

親
子
協
力
し
合
っ
て
作
業
を
進
め
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
は
、時
間
を
か
け
て
作
っ

た
も
の
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
浦う

ら

悠ゆ
う
い衣
ち
ゃ
ん
の
親
子（
稲
吉

東
）は
、「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
自
宅
で
も

作
っ
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、
今
日
作
っ
た

も
の
も
お
い
し
か
っ
た
。
こ
れ
な
ら
簡
単

な
の
で
家
で
も
作
れ
そ
う
。
ソ
ー
セ
ー
ジ

は
、
肉
を（
そ
の
ま
ま
）食
べ
て
い
る
よ
う

な
感
じ
が
し
た
。」と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

7月 19日

色香

音

TOWNS TOPICS

広報かすみがうら 22

ブルーベリーを摘み取る参加者たち

帆引き船帆引き船帆引き船帆引き船帆引き船帆引き船
第23回国民文化祭かすみがうら市主催事業  

第4回市生涯学習
フェスティバルを
同時開催

11月1日
〜

11月9日

フェスタ に向け準備着々！

市民と帆引き船との新しい出会い

　

こ
の
秋
開
催
さ
れ
る
国
民
文
化
祭
か
す
み
が
う
ら
市

主
催
事
業『
帆
引
き
船
フ
ェ
ス
タ
』に
向
け
て
、「
帆
引
き

船
と
霞
ヶ
浦
」を
テ
ー
マ
に
、
市
民
の
有
志
の
方
で
構
成

さ
れ
る
企
画
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
多
く
の
市
民
の

方
が
参
加
で
き
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
も
の
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
に
、
七
色
帆
引
き
船
を
モ
チ
ー
フ
に
し

た
タ
ペ
ス
ト
リ
ー（
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
）や
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー

ド
、
ア
ロ
マ
ラ
ン
プ（
陶
芸
）づ
く
り
の
講
座
が
あ
り
ま

す
。
小
学
生
か
ら
大
人
ま
で
、
思
い
思
い
の
作
品
を
制

作
し
て
い
て
、
こ
れ
ら
は
期
間
中
会
場
に
展
示
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
ー
マ
に
あ
っ
た
歌

を
披
露
し
よ
う
と
コ
ー
ラ
ス
や
民
謡
の
講
座
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
ほ
か
に
も
、市
内
の
小
中
学
生
、文
化
団
体
、

サ
ー
ク
ル
、
ス
ク
ー
ル
な
ど
、
多
く
の
団
体
が
、
フ
ェ

ス
タ
で
の
展
示
や
発
表
に
向
け
て
着
々
と
準
備
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

フ
ェ
ス
タ
期
間
中
、
あ
じ
さ
い
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広

場
に
実
物
の
帆
引
き
船
を
展
示
し
ま
す
。
11
月
９
日
に

は
実
際
に
帆
を
あ
げ
、
そ
の
ま
わ
り
で
帆
引
き
船
の
模

型
づ
く
り
教
室
や
ダ
ン
ス
、
音
楽
、
民
俗
芸
能
、
よ
さ

こ
い
な
ど
の
発
表
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。

七色帆引き船の
　タペストリーづくり講座

講 座 そ の ５

みんなで歌おう
　坂本九（コーラス）講座

講 座 そ の ４

みんなで歌おう
　霞ヶ浦に伝わる民謡講座

講 座 そ の ３

帆引き船模型づくり
　　　　指導者養成講座

講 座 そ の １

フェスタで参加者に模型づくり
を指導するのは市内の中学生

帆引き網漁法が盛んだった頃、
漁師が実際に歌っていた

"わかさぎ大漁節”と"霞ヶ浦帆引き歌”を練習

帆引き船（帆引き網漁法）を秋田県八郎潟に
伝え広めた本市田伏出身の坂本金吉氏の

実孫坂本九氏の歌を練習

色とりどりの布を張り合わせ
素敵な模様の帆を作成

粘土と和紙の素朴な材料を使って
光と影の幽玄の世界を作り出す
ランプシェードを作成

七色帆引き船のランプシェード
　　　＆アロマランプづくり講座

講 座 そ の ２

講　座　紹　介 ランプシェード
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広報誌は環境にやさしい大豆
油インキを使用しています。

「広報かすみがうら」は、ホームページで掲載しているほか、市内の公共施設、コンビニや金融機関
などにも設置しています。（一部のコンビニには設置されていませんのでご理解をお願いします。）

かすみがうら市の人口と世帯
平成20年8月1日現在

　人口　44,783人
　 男 　22,664人
　 女 　22,119人
　世帯　15,519世帯

申請をすることで、市のシンボルデザイン「あじさい（花）・くり
（木）・うぐいす（鳥）」のイラストを利用することができます。
ご希望の方は市ホームページ「プロフィール」⇒「概要」⇒「シンボ
ルデザイン」から申請書をダウンロードして提出いただくか、企
画課（内線☎ 1562）までお問い合わせください。

シンボルデザインの使用

　㈱鹿島アントラーズFCでは、

9月13日を「かすみがうら市の

日」と題して、市内にお住まいの

方などを対象に、鹿島アントラー

ズホームゲームにご優待します。

　一般の方は1,000円で、小中学校・65歳

以上の方・ファンクラブ会員は無料でご招待

します。（指定席またはサポーターズシート）

アントラーズフレンドリー
　　　　　タウンデイズ２００８

かすみがうら市・石岡市・土浦市農業委員会共催

10/18
（土）

チケット引換券をお受け取りください

◆対象者　市内在住・在勤・在学の方
◆ 受取場所　千代田庁舎・霞ヶ浦庁舎・あ
じさい館・中央出張所・宍倉出張所・千

代田公民館の窓口

　※ 身分を証明する運転免許証や保険証、

学生証などをご持参願います。

◆ 受取期限日　9月12日（金）
問観光商工課　☎内線2524

鹿島アントラーズ 　　　　　　　　VS　　　　　　　　　 　　 川崎フロンターレ

9/13
（土）

午後6時半
キックオフ

　市の後継者育成と市の発展を願いふ

れあい交流事業として、皆さんの「出

会い」の機会を企画しました。

◆場　所　アジュール土浦ウエディングハウス
　　　　　土浦市滝田 1-8

　　　　　※現地集合・現地解散

◆ 対象者　結婚を考えている男女（男性はかすみ
がうら市・石岡市・土浦市居住者か勤務者に限

ります。）各市から男女各 7人の定員になり次

第締め切ります。

◆参加費　男性 3,000 円、女性 2,000 円
◆ 申込方法　専用申込用紙に必要事項を記入し、
農業委員会へお申し込みください。

◆応募期間　9月 16日（火）～ 10月 3日（金）
申 問各市農業委員会

　　・かすみがうら市　☎内線 2702・2703
　　・石岡市　☎ 0299-43-1111
　　・土浦市　☎ 029-826-1111

「カップリングパーティー」参加者募集
～素敵な出会いの機会に～

帆引き船帆引き船
フェスタ

帆引き船帆引き船帆引き船帆引き船
第23回国民文化祭かすみがうら市主催事業  

第4回市生涯学習
フェスティバルを
同時開催

11/9
（日）

「帆引き船の模型づくり」参加者募集
 　あじさい館のコミュニティひろばに設

置される本物の帆引き船の勇壮な姿を観

賞しながら、帆引き船の模型づくりを楽

しみましょう！作った帆引き船の模型はプレゼント！

◆時　間　午前 9時～正午　◆参加費　無料
◆場　所　あじさい館コニュニティひろば
　　　　　（雨天の場合は体育センター）

◆ 対象者　どなたでも（※市外の方も可、また小学
3年生以下は保護者の方同伴で可、1家族2艘まで）

◆ 申込方法　生涯学習課またはホームページ（教
育委員会⇒生涯学習課⇒国民文化祭）にある参

加申込書に必要事項を記入し申し込みくださ

い。（郵送・ＦＡＸ可）

◆ 申込期間　9月1日（月）から申し込みできます。
申 問 生涯学習課　☎内線 3022・3023
ＨＰ http://edu.city.kasumigaura.ibaraki.jp/

（株）鹿島アントラーズFC

©㈱鹿島アントラーズＦＣ


